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8 年度決算の主な内容
平成8 年度の決算が まとまり ましたので、 その概要を お知 らせ

し ます。一般会計の決 算額は、歳 入・歳出と も、3 年連続 して前
年度 に比べて滅とい う結果 になり ました。な お、この決算 は第3

回区議会定例会に おい て審査さ れます。

□
一
般
会
計
歳
入
　
2

千
4
1億
円

歳
入
総
額
は
、
前
年
度
よ
り
…
J一億
円

、
9

・
4
%

の
減
で
蒙

丿
4
1億
円
と
な
り

ま
し
た

。

グ
ラ
フ
ー
の

「
財
源
別

歳
入

決
算

額

」
牽

営

舎

と

、
使
い
み
ち
が
限
定

さ
れ
な
い
一
般
財
源
は
前
年
度
よ
り
H

億
円

、
o

・
9
%

の
減
と

な
り
ま
し
た

。

歳
入
に
占
め
る

一
般
財
源
の
割
合
は
5
9

・
5
%

で
前
年
度
を

】
・
I

ポ
イ
ン

ト
上
回
り
ま
し
た

。
こ
れ
は
、
特
別
区

交

付

金
が
2
5
億
円

、
3

・
4
%

の

増

と
な
n
ま
し
た
が
、
特
別
区
税
が
特
別

減
税
な
ど
で
2
2
億
円
、
5

・
4
%

の
減

、

利
子
割
交
付
金
が
1
5億
円

、
4
9
・
9
%

の
駅
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す

。

一
方

、
使
い
み
ち
か
限
定
さ
れ
る
特

定

財
源

は
2
0
1億

円
、
1
9
・
5
%

の

減

で

す
。
歳
入
に
占
め
る
特
定
財
源
の
割

合

は
4
0
・
5
%

で

前
年

度
を
i

・
―

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
I
じ

た
。
国
庫
支
出

金
は
1
6
億
円

、
8

・
8
%

の
増
、
都
支

出
金
は
2
9
億
円
、
2
9
・
6
%

の
咢

琺
n

稾
じ

た

。
特
別
区
債
は
前
年
度
よ
り
1
2
3

億
円

、
5
2
・
1
%

の
大
幅
豕

呉

竹

声

‥だ

。
特
別
区
債
の
キ
な

も
の
は

、

減
税
補
て
ん
債
、
常
磐
新
線
出
資
金
債

、

学
校
施
設
改
修
塙
屁
こ
で
す

。

□
一
般
会
計
歳
出
　
1
千
9
8
4
億
円

歳
出
総
額
は
、
前
年
度
よ
ひ
2
1
5億
円

、
9

・
8
%

の
減
で
1

千
9
8
4億
円
と
な
り

ま
し
た
。

グ
ラ
フ
2
の
『性
質
別
歳
出
決
算

額
』
で
み
ま
す
と
、
義
務
的
経
費
は
、

前
年
度
よ
息
溜
陶
、
3
・
9
%
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
決
算
額
に
占
め

る
義
務
的
経
費
の
割
合
は
4
6・
2
%
で

前
年
度
を
6
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
職
員
の
給
与
な
ど
の

人
件
費
が
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
減
り

ま
し
た
が
、
生
活
保
護
贊
な
ど
の
扶
助

費
が
2
0儼
円
、
5
・
8
%
の
増
、
特
別

区
債
の
元
利
償
昼

愍
ど
の
公
債
費
が
2
1

億
円
、
2
0・
8
%
の
喞
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

投
資
回
経
費
は
、
前
年
度
よ
り
2
9
8億

円
、
4
6・
4
%
の
大
幅
豕
と
な
り
、
歳

出
決
算
額
に
占
め
る
割
合
は
1
7・
4
%

で
1
1
1
1

一
・
8

ポ
イ
ン
ト
下
回
n
ま
し
た

。

投
資
的
経
費
は

、
区
画
整
理
事
業

、
公

共
下
水
道
の
整
備
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー

ム
・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
建
設

、
花
畑
セ
ン
タ
ー
の
改
築
な

ど
社
会
資
本
を
形
成
す
る
た
め
の
経
費

で
す
。

以

上
の
ぷ
つ
に
、
足
立
区
の
財
政
状

況
は
厳
し
い
状
態
に
あ
り

、
義
務
的
経

費
の
増
に
よ
る
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん

で
い
ま
す

。
国
や
都
で
も
様
々
な
歳
出

削
減
に
向
け
た
方
策
を
示
し
て
い
康
司

こ
う
し
た
中
、
ふ
葹

も
効
率
的
で
健
全

な
財
政
の
運
営
に
努
め
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ネ
冤

グラフ1 財源別歳入決算額
【 一 般 財 源 】使 途 が 制 約 さ れ ず 、ど

の よ う な 経 費 に も 使 用 で き る 財 源

【 特 定 財 源 】使 途 が 特定 さ れ 、 特 定

の 経 費 に の み使 用 で き る 財 源

グラフ2 性質別歳出決算額

歳出の使いみちを、人件費や投資的経費( 工事費、用地費等) 、

物件費( 光熱水費等) などの性質によって分類したもの

グラフ3 目 的 別 歳 出 決 算 額

歳出の使いみちを民生費( 社会福祉関係)、教育費( 学校・社

会教育関係) などの施策の目的によって分類したも の

8 年 度 に行った主な事業
( 単位: 百万円)

特別会計決算額 ( 単位: 億円)

決
算
Q
&
A

Q
.
決
算
と
は
何
か
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
。

A
.
簡
単
に
言
え
ば
、
8
年
度
の
足
立

区
の
す
べ
て
の
仕
事
の
結
果
を
数
字
で

表
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

Q
.
決
算
の
意
義
は
な
ん
で
す
か
?

A
.
決
算
は
、
予
算
の
執
行
の
実
積
を

示
し
て
、
適
切
に
箔
行
さ
れ
た
か
ご
つ

か
を
検
証
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
る
資

料
で
す
。
区
議
会
や
区
民
の
皆
さ
ん
が

区
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
重
譬
な

資
料
と
い
う
y
左
に
な
n
ま
す
。

Q
.
グ
ラ
フ
2
「
性
質
別
歳
出
決
算

額
」
の
義
務
的
経
費
と
は
ど
う
い
う
&

の
で
す
か
?

A
.
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
や
人

件
費
な
ど
法
令
の
規
定
あ
る
い
は
性
質

上
、
支
出
が
義
務
づ
ワ
9
れ
て
い
て
、

任
意
に
削
減
す
る
こ
と
の
で
忝
な
い
経

費
で
T
。

Q
.
義
務
的
な
経
費
が
増
え
る
と
ご
つ

な
る
の
で
す
か
?

A
.
義
務
的
経
費
の
割
合
が
高
く
な
る

と
ほ
か
の
経
費
に
充
ア
る
財
源
の
ゆ
と

ひ
か
な
ぐ
な
り
、
財
聡
p
硬
直
化
し
て

い
き
ま
す
。
区
の
財
政
に
弾
力
性
が
あ

る
か
痂
判
断
す
る
目
安
に
な
り
ま
す
。

《
予
算
課

》

本
決
算
は
区
議
会
で

審
査
さ
れ
ま
す

10月5 日(日)、午前10時から

不発弾処理にご協力を
9
月
1
7日
、
千
住
緑
町
一
丁
目
で

不
発
弾
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
区
で

は
、
警
察
署
、
消
防
署
、
自
衛
隊
を

始
め
と
す
る
関
係
機
関
の
協
力
か
得

て
、
1
0月
5
日
㈲
に
不
発
弾
を
処
理

す
る
こ
と
に
な
口
ま
し
た
。
当
日
は
、

半
径
3
0
0
m以内
の
区
域
が
立
入
禁
止

に
な
り
ネ
す
。こ
の
区
域
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
避
難
所
等
に
避
難
岑
お

願
い
し
ま
す
。
戸
締
ま
ひ
等
に
亀干

分
注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、こ

の
地
域
の
う
回
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

処
理
作
業
の
安
全
確
保
に
は
万
令
否

期
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
武
心
願
い
」乖
T

。

▽
立
入
禁
止
と
な
る
日
時
1
0
月
5

日
㈲
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時
(
不

発
弾
処
理
終
了
ま
で
)
、
雨
天
で
も

行
い
ま
す
。

▽
立
入
禁
止
区
域
(
全
面
通
行
禁
止
区

域
・
避
難
対
象
区
域
)

不
発
弾
処
理

現
譽
函
心
に
半
径
3
0
0
m以内
の
地
域

(右
図
参
照
。
足
立
区
千
住
緑
町
丁

二
丁
目
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
地
域
)

▽
立
入
、
交
通
制
限
の
範
囲

す
べ
て

の
人
お
よ
び
軍
両
が
立
入
・
通
行
禁
止

と
な
n
汞
す
。
警
察
官
、
区
職
員
等
の

指
示
に
従
つ
て
う
回
岑
お
願
い
」ま
す
。

な
お
、
亰
嵎
線
お
よ
g

閠
川
の
船
舶

の
運
行
も
相
当
時
間
停
止
さ
れ
ネ
T

。

ま
た
、
午
前
9
時
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図

に
避
難
の
開
始
と
な
口
ま
す
。

▽
避
難
所

千
寿
第
二
小
学
校

問
先
日
災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足立区警戒区域

◎ あ だち広報10月5 日 号は、「不発弾 処理のお知ら せ」のため10月3 日に繰り 上げ て発行しました 《広 報課》
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くらしの情報
※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

本庁舎へのお周い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

(
親
)
(
乳
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

□
「
(
親
)
医
療
証
」
の
現
況
届

1
0
月
1
4
日
に
現
況
届
を
発
送
し
ま
す
。

こ
れ
は
(
親
)
医
療
証
を
便
っ
て
い
る
方
の

資
格
の
確
認
と
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
証
の
確
認
の
た
め
必
要
で
す
。
必
ず

1
0
月
3
1
日
ま
で
に
必
要
事
項
鷽
記
入
し
、

保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
で
ん
付
の
う
え
返

送
し
て
轟
き
い
。※
現
況
届
が
提

出
さ
れ
な
い
と
平
成
1
0
年
分
の
(
親
)
医
療

証
夲
お
送
り
で
き
ま
せ
ん

□
「(
乳
)
医
療
証
」は
届
き
ま
し
た
か

9
月
刀
一
日
に
「(
乳
)
医
療
証
(
9
年
1
0

月
1
日
～
1
0年
1
月
3
0日
有
効
)
」
を

発
送
し
ま
し
た
。1
0月
以
降
に
受
畛
ず

る
時
は
、
必
ず
豕
し
い
医
療
証
鷽
一一
碵

機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い

貧
撥
者
番
号
が
変
わ
る
提
示

あ
り

ま
す
)
。

※
保
険
証
や
ご
家
族
の
状

況
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
児
莖
医
療
係

障
害
者
(
児
)
文
化
祭
参
加
者
募
集

□
舞
台
発
表
会

日
時
=
口一月
6
日
出
、
午
後
F
時
～
4

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内

容
=
劇
/
合
唱
/
合
奏
/
舞
踊
ほ
か

T
団
体
1
5分
程
度
)

期
限
卜
1
0月
3
1

日
□
作
品
展

日
時
儿
2
月
3
日
～
9
日

場
所
=
区

忿
町
ア
ト
リ
ウ
ム

内
容
=
絵
画
/
書

道
/
工
芸
/
妻
フ

詩
歌
ほ
か

期
限
=
1
1

月
1
4日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
区
内
在
住
、
在
動
、
在
学
の
障

害
者
の
方

申
込
=
直
接
窓
口
裏

ぽ

郵
送

申
・
問
先
=
在
宅
調
整
係

〒
1
2
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

障
害
の
あ
る
方
ヘ

障
害
別
福
祉
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
聚
持
ち
、

各
障
害
者
団
体
か
ら
推
薦
を
営
一鳬
相

談
員
が
、
障
害
の
あ
る
方
の
委
ヱ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
謦
簒
戞

け
し
ま
す
。

日
時
=
y
肢
体
不
自
由

者
関
係
(

車
イ
ス
・
機
能
訓
練
)
・・・
1
0

月
1
4日
㈹

、
午
後
1

時
A

時

▽
聴

覚
障
害
者
関
係
・・・
毎
週
水
曜
日
、
午
後
L

時
～
4

時

塀
所
=

竹
の
塚
障
害
福

祉
館

問
先
=

民
生
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
5
4

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

(障
害
の
あ
る
児
童
ほ
1
9歳
1
1ヵ
月
ま

で
)
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は
養
育

者
で
、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
万
…
離

婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
/
1
年
以
上
の

遺
棄
袤
た
は
1
年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
隼
ま
れ
た
児
童
で
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/
父
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
(
身
体
障
害
者
手
帳
I
・

一
級
程
度
)

支
給
か
制
限
さ
れ
る
場

合
卜
所
得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ
忝
と

き

禾
人
お
よ
び
同
居
の
扶
養
義
務

者
)
/
公
的
年
金
紊
蓊
し
て
い
る
と

き
/
児
童
が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的

年
金
を
受
給
、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
/
児
奮
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
/
昭
和
6
0年
8

月
1
日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す

る
ぷ
つ
に
な
っ
た
方
が
i
年
以
上
請
求
k

笳

っ
た
と
き

手
当
額
(
月
額
)
=

▽
全
額
支
給
対
象
者
・・・
4
万
1

千
3
9
0円

二

部
支
給
対
象
者
・・・
2
万
T

千
6
9
0円

※
児
童
が
複
数
の
と
き
の
2

人
目
‘・・
5

千
円

、叉

目
以
降
・・
よ
t

円
を
加
算

□
児
童
育
成
手
当

対
象
=

昭
和
5
4
年
4
月
2

日
以
降
生
ま

れ
で

、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
譽

簒

香
じ
て
い
る
万
:

父
母
が
離

婚
/

父
ま
政

雄

が
死
亡
豕
l

い
は

、

生
死
不
明
/

父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
紊

ほ

母
が
法

令
に
よ
り
1

年
以
上
拘
票
さ
れ
て
い
る
/

婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
牛
汞

れ
た
児
童

で

、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
て
も

、
養

育
さ
れ
て
い
な
い
/

父
ま
た
は
母
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
(

身
体
障
害
者
手
帳
l
y

級
程
度
)

手
当
額
=

月
額
1

万
3

千
瞋
円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

所
得
制
限
が
あ
口
汞
歹
。
状
況
に
よ

り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申

・
問
先
=
児
童
手
当
係

時
は
今
、
継
続
雇
用
の
6
5歳

1
0月
は
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

□
キ
ャ
リ
ア
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
(
高
年
齢

者
就
職
面
接
会
)

企
業
と
中
高
年
齢
の
方
々
が
一
堂
に

会
し
た
、
集
団
見
合
い
方
式
に
よ
盃
風

発
留
疂
で
す
。

日
時
卜
1
0月
1
5匯

團
、
午
後
o
時
3
0分
～
4
時

場
所
=

す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
(
墨
田

区
吾
妻
橋
1
1
2
3
1
2
0
)

□
高
年
齢
者
再
就
職
援
助
セ
ミ
ナ
ー

高
年
齢
で
働
ぐ
希
望
苳
お
持
ち
の
方

や
失
業
中
の
方
の
珥
晟
職
を
支
援
す
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
1
1
t
y
。

日
時
等
卜

▽
1
0月
2
1日
脚
、
午
後
L
時
叩
分
～
4

時
・・・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

∇
1
0月
2
8
E

㈹
、
午
後
1
時
3
0分
～
ま
7

荒
川
区

高
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
(
荒
川
区
東
尾

久
4
-
3
2
1ヱ

□
高
年
齢
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

企
業
に
お
い
て
高
年
齢
者
の
雇
用
を

進
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
1
で
す
。

日

時
=
1
0月
2
4日
麕
、
午
後
L
時
3
0分
～
4

時
3
0分

場
所
卜
綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
在
宅
調
整
係

褒
晦
跫
立
公
共
職
業
安
定
所

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

高
齢
者
向
け
住
宅
の
管
理
人
募
集

高
齢
者
向
け
住
宅
「
シ
ル
バ
ー
ピ

ア
」
に
入
胥
そ

高
齢
者
世
帯
の
日
常

生
活
相
談
等
の
業
務
を
し
て
い
た
だ
け

る
住
み
込
み
の
管
理
人
(
生
活
援
助

員
)
套
{
笋
に
¥
ヂ

。

対
象
=
次
の

条
件
を
f
べ
て
満
た
す
方
・・
命
歳
以
下

で
健
奬

芳
/

同
居
す
る
家
族
が
い
る

方
/
常
時
在
宅
し
管
理
人
業
務
が
可
能

な
方
/
申
込
本
人
か
同
居
者
が
区
内
在

住
峇
ぽ
在
動
の
方
/
珥
在
庄
宅
に
困

窮
し
て
い
る
方
(
た
だ
し
、
公
共
賃
貸

住
宅
居
住
者
は
不
可
)

※
ほ
か
に
所

得
制
限
あ
り

業
務
内
容
日
入
居
者
の

安
否
確
認
お
よ
び
緊
急
時
の
対
応
/
入

居
者
の
相
談
・
情
報
提
供
/
関
係
機
関

へ
の
連
絡
な
ど

募
集
人
員
=
若
干
名

募
集
ピ
ア
=
都
住
西
綾
瀬
(
年
内
入
居
)
、

都
住
六
月
一
T
a
、
僭
上
一
ツ
家
ほ
か

(
3
D
K
A
L
D
K
)

謝
礼
=
月
額
7

万
5
千
円

住
宅
使
用
料
=
月
額
5

万
円

申
込
=
礫
歴
書
・
印
鑑
を
窓
口

に
持
参

受
付
銷
問
=
1
0月
6
日
1
1
7

日
(
土
・
日
・
祝
日
を
啄
く
)

申
・

問
先
=
住
宅
支
援
係

国
保
・
年
金
・
税

便利で安心

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
は

口
座
振
替
(
自
動
払
込
)
で

「
金
融
機
関
の
窓
口
が
混
ん
で
い
て

長
時
間
待
つ
か

「忙
し
く
て
つ
い
納

め
に
行
く
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
そ

ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
口
座
振

替
(
自
動
払
込
)
な
ら
そ
ん
な
こ
と
は

な
ぐ
な
ひ
豕
歹
。
お
申
し
込
み
い
た
だ

空
手
と
、
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
納

期
ご
と
に
自
動
的
に
引
き
票
と
さ
れ
ま

す
。

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通

帳
、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を

持
参

申
先
=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
/
区

担
当
窓
口
/
区
民
事
務
所

問
先
=
▽

特
別
区
民
税
・
都
民
税
・こ
納
税
課
整
理

係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・・国
民
健
康

保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保

険
料
・・・国
民
年
金
課
保
険
料
係

乗
る
人
の
マ
ナ
ー
と
義
務
で
す
自
賠
責

自
動
車
お
よ
び
バ
イ
ク
に
は
目
賠
責

保
険
(
共
済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
無
保
険
(
無

共
済
)
で
死
傷
事
故
を
起
こ
し
た
ら
、

そ
れ
'」そ
大
変
で
す
。
契
約
切
れ
に
な

っ
て
い
た
ら
、
至
急
加
入
手
習
審
し

ま
し
ょ
う
。

問
先
=
課
税
課
軽
自
動

車
税
係

ね
ん
き
ん

6
0歳
説
明
会

日
時
=
1
0月
2
1日
㈹
、
午
前
1
0時
と
午

彎
蒔
の
2
回
(
受
付
は
、
開
始
叩
が

前
か
ら
)

場
所
=
区
役
所
南
館
1
3階

会
議
室

対
象
=
昭
和
1
2年
H
月
2
日

～
昭
和
1
2年
1
2月
1
日
生
ま
れ
の
方

(対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=

国
民
年
金
制
度
の
仕
組
か
と
受
給
手
続

き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
=
国
民
年
金
屎
適
用
係

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
失
っ
た
方
は

早
め
に
保
険
証
を
お
返
し
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
会
蓊

職
等
に
吉

資
格
を
喪
ま
し

た
場
合
、
手
続
き
が
必
要
で
歹
。

手
続
謇
咒
な
い
ま
ま
資
格
り
尽
く

な
っ
た
保
険
証
奩
便
い
、
保
険
診
療
の

給
付
を
受
け
忝
と
、
後
日
、
区
が
負
担

し
た
7
割
相
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
つ
し
た
こ
と
が

な
い
た
め
に
も
、
資
格
喪
失
届
と
保
険

証
の
盜
筆
塑
筌

、
速
や
か
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
健
康
保

険
課
保
険
給
付
係

来
年
4
月
入
園

私
立
幼
稚
園
児

募

集

受
付
開
s
=
n
月
1
日

対
象
=
3
・
4

・
i
歳
児
(
4
年
4
月
2
日
～
7
年
4

月
1
日
生
)

※
願
書
は
、
1
0月
1
5

阡
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ホ
す
。

申
・
問
先
=
各
私
立
幼
稚
園

ご
存
じ
で
す
か
「
検
察
審
査
会
制
度
」

検
察
審
査
会
は
、
詐
欺
・
恐
喝
な
ど

の
事
件
や
、
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
者

か
ら
の
「
加
害
者
素

呆
し
応
け
れ
ど

検
察
官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
」

と
い
っ
た
不
服
の
甲
し
出
夲
受
け
、
そ

の
処
分
(
不
起
訴
処
分
)
が
正
し
い
か

ご
7
か
を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
相

談
・
申
し
立
て
の
費
用
は
無
料
で
す
の

で
、
こ
の
ぷ
フ
な
不
服
夲
お
持
ち
の
方

は
、
お
気
軽
咬

箱
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
秘
密
は
固
く
守
叭
墾
手
。

問
先
=
区
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
7
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

東
京
第
一
・
第
二
検
察
審
査
会
事
務
局

　
(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

ひ
ろ
ば

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
1
0
月
穆
苗

、

午
前
1
0時
～
午
後
4
時

※
雨
天
の
場

合
秡
鳬
日
/
ル
ミ
ネ
北
千
住
店
單
上
/

営
業
部
販
売
促
進
課

(
3
B
B
8
)
7
5
5
2

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

匐
鳬
日
聞
、
午
前
1
0時
～
午
後
1
時

※
雨
天
中
止
/
舎
人
団
地
3
号
棟
前
広

場
/
8
0区
画
/
出
店
料
車
2
千
円
、
手

持
ち
5
0
0円/
1
0月
1
3
R～
1
5
E
、
午
後
7

時
～
9
時
に
舎
人
団
地
第
一
集
会
所

　
(
3
8
9
8
)
1
8
4
3

で
申
込
受

付
/
舎
人
自
治
会
・
工
藤

(
3
8
9
9
)
5
5
6
f
D

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
無
料
講
習
会
(
マ
ー

ブ
ル
)
1
0
弖
擢
晶
7
2
0
日
囲
、
午

前
1
0時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/
子
連

れ
可
/
永
井

(
3
8
8
9
)
3
4
1
5

☆
在
宅
介
護
住
宅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

区

内
在
住
の
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
を
対

象
に
千
歹
Q
等
の
取
ひ
付
け
を
無
料
で

実
施
/
1
0
0人(
先
着
順
)
/
下
見
…
H

月
2
日
㈲
、
午
後
/
施
工
・・・
U
嵒
R

㈲
、
午
前
/
東
京
土
建
足
立
支
部
・
佐

藤

一一
(
3
8
5
4
)
5
4
0
1

☆
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
弥
生
第

二
ス
ポ
ト
ツ
少
年
団
)
団
員
募
集

毎

週
月
曜
日
ほ
か
、
午
後
6
時
迴
7
8

時
3
0分
/
第
九
中
学
校
/
小
学
5
年
生

以
下
の
男
女
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/
山
崎

(
3
8
4
9
)
0
3
1
B

☆
パ
ス
テ
ル
画
(
虹
の
4
H
)
毎
週
火

曜
日
、
午
後
1
時
L
1
時
/
中
央
本
町

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
隔
週
で
講
師
に
よ
る

直
接
指
導
/
月
額
2
千
5
0
0円/
上
条

(
3
8
4
8
)
4
7
2
9

☆
中
高
年
向
ジ
ヤ
ズ
ー
リ
ズ
ム
体
操

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時
1
5分
～
8
時
3
0

分
/
千
寿
桜
小
学
坊
徐
か
/
入
会
金

千
円
、
―
回
緊
円
/
中
村

(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

☆
大
正
琴
(
さ
く
ら
琴
の
会
)

第
2

・
4
日
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
鹿

浜
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
篋
し
琴
有
り
/
無

料
/
山
本

(
3
8
9
9
)
6
0
8
6

☆
魚
料
理
サ
ト
ク
ル
(
お
と
と
の
会
)

第
1
金
曜
日
、
午
後
互
霑
芬
～
9
時
/

青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、

月
額
千
5
0
0円/
山
川

(
3
8
5
8
)
3
2
5
q
u

☆
山
を
楽
し
む
会

毎
月
l
回
程
度
日

帰
り
(
イ
ク
を
実
施
/
入
会
金
千
円
、

月
額
5
0
0円(
(
イ
ク
費
用
は
実
費
)
/

封
書
斎
ぽ
(

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
霊

晏
明
記
/
〒
1
2
0千住
寿
町
1
4
-
1
5

宮
内
方

井
上

0
4
8
(
8
3
4
)
1
2
1
6

□ 10月1 日 ～31日　マ イ・バッグ・キ ャンペーン( 自 分のバ ッグでお買い物) にご協力を- 東 京ご み 会議ご み 減量化統一 行動-　 問先= 東 京ご み会議 事務局(
都・清掃 局ご み減量 総合対策室企画 担当 課) 　5320- 5715
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健

康

成
人
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
(
無
料
)

過
去
1
年
以
内
に
、
区
お
よ
び
勤
務

先
等
で
同
種
の
検
馨

忝

髣

は
除

き
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
(
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

希
望
検
診
名
産
明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
込
先
へ
。
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を

お
送
り
望
ヂ
。

※
消
化
器
が
ん
検

診
は
、
表
1
の
日
程
か
ら
検
診
日
、
場

所
(
必
ず
聊
J
希
望
ま
で
)
も
明
記

□
成
人
健
康
診
査
と
女
性
が
ん
検
診

▽
成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要

に
応
じ
て
心
電
図
の
検
杏一傴
咎
行
い
、

心
臓
、
肝
臓
、
に
ん
臓
の
訶
気
や
糖
尿

訶
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
に
つ
い
て

調
ベ
ま
す
。
対
象
H
4
0歳
～
6
4歳
(
昭

和
7
年
4
月
1
日
以
降
牛
軍
'れ
)
ま
で

の
区
民

▽
女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診
と

子
宮
が
ん
検
診
で
す
。
対
象
H
3
0歳
以

上
の
女
性
区
民

―
―
い
ず
れ
も―
―

日
時
等
H
受
診
票
を
受
け
取
っ
て
か
ら

一
ヵ
月
以
内
に
区
内
実
施
医
療
機
関
で

受
診

申
・
問
先
卜
保
健
予
防
係

〒
1
2
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で
す
。

日
程
等
卜
表
1

対
象
卜
3
5歳
以
上
の

区
民

※
胃
を
切
ほ
レ
だ
方
、
胃
の
病

気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
受
診
刄
菫
せ
ん

期

限
卜
H
月
に
受
診
を
希
望
ず
る
方
は
、
1
0

月
1
5日
消
印
有
効

※
受
診
票
の
送

付
は
1
1月
を
受
診
希
望
の
曼
仍
月
末

日

申
・
問
先
卜
足
立
保
健
屏
診
療
放

射
線

〒
川一西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

表1　 消化器がん検診( X 線撮影と検便による検診)

※ 足立保健所は希望される方が多く、翌月になることがありますのでご了承ください。
なお、中央本町保健相談所は回数が多く、希望日に受診しやすくなっています

介
護
者
家
族
の
会
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か

高
齢
者
、
難
訶
、
痴
呆
の
方
を
介
護

し
て
い
て
困
っ
た
り
、
悩
ん
だ
ひ
す
る

こ
と
は
あ
n
ま
せ
ん
か
。
話
し
合
い
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
家
族

同
士
の
交
瓩
夲
滯
め
て
い
ま
す
。
ご
本

人
の
交
流
会
も
同
時
に
閧
催
し
て
い
ま

す
。

日
時
卜
月
1
回
(
月
曜
日
)
、

午
後
1
時
3
0分
A

時

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

健
康
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ
り
」へ
の
お
誘
い

運
動
不
足
だ
け
ど
一
人
で
は
な
か
な

か
鐃
が
な
い
方
、
健
康
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
仲
間
と
楽
し
く
運
懃
螽
一け
ま

せ
ん
か
。

日
時
卜
毎
月
第
1
・
l
火

曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
A

時

内
容

ト
ス
ト
レ
ッ
チ
/
リ
ズ
ム
体
操
/
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
/
ミ
ニ
学
習
会
な
ど

費
用

日
無
料

申
込
日
l
旨

場
・
申
・
問

先
卜
足
立
保
健
所
保
健
指
導

(
3
8
5
5
)
4
-
5
5
(

直
通
)

ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
皆
さ
ん
へ

□
ぜ
ん
息
講
演
会

日
時
卜
1
0月
3
0
E團
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
H
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=
!
W

譽
″悟
療
中
の
方
と
そ
の
家
族

内
容
卜
皆
さ
ん
が
普
段
使
用
し
て
い
る

吸
入
薬
の
効
果
的
な
使
用
法
や
注
意
点

な
ど

講
師
凵
奥
平
博
一
氏
(
東
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
物
療
内
科
医
師
)

□
呼
吸
器
病
教
室
　
-
歌
を
歌
っ
て
腹

式
呼
吸
を
学
ぶ
-

日
時
卜
1
1月
6
貝
叩
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
H
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

対
象

日
ぜ
ん
息
意
擬

中
の
威
人
の
方

内

容
H
ぜ
ん
息
発
堡
凛
疋
す
る
腹
式
呼

吸
に
つ
い
て

講
師
卜
福
田
義
子
氏

百
杰
E
楽
療
法
研
究
潺
合
幹
事
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
H
無
料

申
込
卜
電
話

申
・
問

先
卜
公
害
補
償
係

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

健
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
検
査
と
体
験
学
習
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
日
7

検
査
・・・
1
0月
2
2日
困
、
午
前
9

時
～
1
0
時

マ
体
験
学
習
・・・
H
月
1
2

日
叫

午
前
m
一
時
Å

‥‥一時

対
象
=
1
8

歳
～
3
9
歳
ま
で
の
女
性

内
容
=

体
脂

肪
測
定
/

血
圧
/

血
液
検
査
(

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
/

尿

検
査
/
骨
密
度
測
定
ほ
か

定
員
川
4
0

人

費
用
H
無
料

申
込
H
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記

期
限
H
1
0月
1
3ぼ
必
着

場

・
申
・
問
先
=
足
立
保
塵
所
業
務
係

〒
1
2
1西竹
の
筱
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

あ
な
た
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
大
丈
夫
!
?

保
健
所
に
は
犬
・
猫
の
苦
情
、
相
談

が
数
多
く
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。

「
毎
朝
家
の
前
に
フ
ン
を
さ
れ
、
臭

く
て
た
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
。よ
そ
の
犬

の
フ
ン
を
片
付
け
侭
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
」「
毎
日
道
路
に
残
さ
れ
た
フ
ン

を
み
忝
と
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
を
疑
い
た

く
な
る
」
な
ど
で
す
。

街
角
や
電
柱
の
そ
ぱ
に
フ
ン
が
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
大
変
不
衛

生
で
歹
し
、
ま
ち
の
美
観
と
し
て
も
兒

場
躰
稾
せ
ん
。
フ
ン
は
家
で
済
ま
せ

て
か
ら
散
歩
に
連
れ
出
し
、
も
し
も
途

中
で
フ
ン
を
し
た
時
に
は
、
飼
い
主
の

責
任
に
お
い
て
必
ず
始
末
を
し
、
フ
ン

は
家
に
持
ち
帰
つ
て
処
理
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
よ
く
シ
ャ
ベ
ル
を
痔
っ
て
公
園
等

を
散
歩
さ
れ
て
い
る
飼
い
幸
麥
見
か
け

ま
す
か
、
掘
っ
て
う
め
る
だ
け
で
は
ル

ー
ル
違
反
で
す
。

妻
りの
な
か
で
、
人
と
動
物
が
共
に

暮
ら
し
て
い
く
に
は
、
飼
い
主
一
人
ひ

と
口
か
近
隣
へ
9

劵
な
気
配
n
と
責

任
あ
る
飼
い
方
が
必
要
で
歹
。

□
フ
ン
で
お
困
り
の
方
へ

保
塵
町
で
は
、
飼
い
主
に
対
し
て
フ

ン
盒
雲
帰
る
ぷ
つ
呼
び
か
け
る
プ
レ

ー
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
千
住
保
健
所
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

□
実
地
講
習
会
「
犬
の
し
つ
け
方
教

室
」犬

の
飼
い
方
の
基
本
を
実
際
に
モ
デ

ル
の
犬
岑
便
っ
て
学
ぴ
豕
す
。
当
日
は

足
立
区
獣
医
師
会
の
先
牛
万
に
よ
る
健

康
想
曹
あ
り
ま
す
。
な
お
、
自
分
の

犬
は
遅
れ
て
こ
な
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
等
卜
1
0月
2
6日
㈲

マ
竹
の
筱
小

体
育
館
・・・午
前
1
0時

▽
綾
瀬
小
多
目

的
室
…
午
後
L
時
3
0分

対
象
凵
初
め

て
犬
を
飼
う
方
/
む
だ
ぽ
兄
な
ど
で
し

つ
け
に
悩
む
方
/
犬
に
関
心
の
あ
る
方

な
ど

講
師
日
長
谷
川
慧
で

都
・
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
主
任
)

費
用
卜
無

料

申
込
卜
電
話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
H
千
住
保
健
所

(
3
8
8
B
)
4
p

』
7
7

住
居
衛
生
講
演
会

最
近
、
室
内
で
発
生
す
る
化
学
物
質

に
よ
る
過
敏
症
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
住
ま
い
の
健
康
に
つ
い
て
考
凡
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
卜
辺
見
百
團
、

午
後
1
時
～
4
時

場
所
日
区
職
員
研

修
所
(
綾
瀬
2
-
3
0
-
6
)

調
師
H

村
松
學
氏
(
武
蔵
野
女
子
大
学
)

定

員
卜
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
H
無
料

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
足
立
保
健

所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

生

活

環

境

補助第258号線が
一部開通します
<島 根二 丁目 地区>

補
助
第
2
5
8号

線
の
島
根
二
丁

目
地
区
が
、エ

懋
苧

に
よ
り
、

来
る
1
0月
2
2日

啝
に
開
通
予
定

で
す
(
図
1
)
。2
5
8

号
顳
は
、
屁

浜
五
丁
目
か
ら
、

国
道
4
号
線
を
越
え
、
平
野
二
丁
目
ま

で
の
区
間
が
す
べ
て
完
了
し
た
y苫

に

な
り
ま
す
。な
お
、こ
の
礙
祿
と
国

道
4
号
線
の
交
差
点
供
用
開
始
に
と
も

な
い
、
島
根
埀
罹
壑
癶
慝
根
歩
道

橋
わ
き
の
横
断
歩
道
が
廃
砒
石
酋

ま

す
。

問
先
卜
街
路
下
水
温
課

図1　 補助第258号線の開通地域

住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す

1
0月
4
日
か
ら
次
の
地
域
で
住
居
表

示
を
実
施
r
¥
ヂ

。
対
象
地
域
に
お
住

ま
い
の
皆
齏
心は
、
今
後
は
新
し
い
住

所
夲
お
使
い
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
実
施

後
に
冢
屋
等
奮
簒
于
る
塲
合
は
、
新

た
に
住
所
痂
昃
め
る
た
め
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
基
礎
工
事
終
了
後
に

「建

築
確
認
書
一
式
」
を
咥
居
表
示
扣
当
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

対
象
日
伊
興
町

前
沼
の
一
部
/
東
伊
興
町
の
一
部
/
伊

興
町
五
庵
/
伊
興
町
狭
間
の
一
部

※

「
住
居
表
示
案
内
図
」
お
よ
び
「
住
居

表
示
旧
新
・
新
旧
対
照
表
」
は
区
政
情

報
室
で
販
売
し
毒
歹

□
住
居
表
示
変
更
証
明
書
の
発
行

1
6歳
以
上
の
方
に
2
通
ず
つ
配
付
し

ホ
す
。
足
n
な
い
場
合
は
、
住
居
表
示

担
当
ま
た
は
各
区
民
事
務
所
で
発
行

(無
料
)
し
ま
す
。

□
住
居
表
示
に
伴
う
運
転
免
許
証
の
記

載
事
項
変
更

平
日
に
運
転
免
許
証
の
住
所
お
よ
び

本
籍
の
茖
旱
続
き
が
で
忝
な
い
方
の

た
め
に
、
臨
時
に
舜
け
付
け
を
し
嫐
歹
。

た
だ
し
。9
年
程
縄
日
以
前
に
遠
転

免
許
証
の
更
新
が
ぷ
要
な
方
は
、
更
新

時
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日

時
日
1
0月
1
9
E㈲
、
午
前
9
時
～
午
後
4

時

楊
所
卜
足
立
保
健
所
I
階
ロ
ビ

ー

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
住
居
表
示
担
当

全
国
一
斉
　
違
反
建
築
防
止
週
間

(
1
0
月
1
4
日
～
2
0
日
)

区
で
は
、
皆

皆

團
に
謾

建
築

取
ひ
締
ま
り
の
た
め
、
一
斉
公
開
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
常

の
監
甕
莇
を
強
化
し
、
違
反
建
築
エ

事
嵩
霸
に
発
見
し
、
違
反
蚩
な
く
し

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
岑
お

願
い
し
ま
す
。

問
先
卜
建
築
監
察

教

育

就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月
に
小

学
校
へ
入
罍
す
る
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
孑
さ
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
受
行
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育

の
場
夲
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
な
ど

に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
5

じ
ネ
歹
。

日
時
卜
毎
週
月
L
金
曜

日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
研
究
所

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
'
(お

子
さ
ん
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知
書
は

辺
月
6
日
に
発
送
し
豕
す
の
で
、
指
定

さ
れ
た
a
時
・
場
所
で
忘
れ
ず
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
都
合
が
悪
い

場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
先

卜
保
健
給
食
係

区
立
小
学
校
に
入
学
希
望
の

外
国
人
の
方
へ

ま
だ
区
立
小
学
校
へ
の
新
入
学
の
手

偕
筌
し
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
手

続
瘴
否
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先

卜
学
事
係

選
挙
豆
知
識

寄
附
の
禁
止

～
ス
ポ
ー
ツ
大
会
～

政
治
家
等
(
立
候
補
予
定
者
を
含

む
)
が
町
内
会
の
運
動
会
や
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
ぶ
刄
鏡
技
会
な
ど
に

際
し
、
優
帶
刀
ッ
プ
や
賞
品
等
奮
順
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
擲

安
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
有
権
者
が
こ

れ
ら
ぷ
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
、
政

治
家
等
に
強
要
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
嫐
蚣
ら

な
い
」
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選

挙
螽
返
し
ま
し
ょ
う
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

掲
示
板

□
製
靴
技
能
講
座
(
手
釣
・
底
付
コ
ー

ス
)

日
時
=
H
月
H
日
～
2
7日
(
講

習
日
は
1
0日
間
)
、
午
後
6
時
～
1
時
m

芬

定
員
H
u
人

費
用
H
無
料

申
込
期
間
日
1
0月
1
6・
1
7日
、
午
前
9

時
～
午
後
7
時

場
・
申
・
問
先
日
都

立
足
立
技
術
専
門
校
台
東
分
校

(
3
8
7
6
)
2
9
9
8

□
短
期
講
習
「
経
理
の
実
務

法
人
税

・
消
費
税
の
解
説
」

日
時
卜
U
Z

日
～
擂
鳬
苜
(

講
習
日
は
1
2日
間
)
、

午
後
1
時
迥
T
8

時
5
5分

対
象
H

在
職
者

定
s
H
4
5人
(
抽
選
)

費

用
卜
3
千
円

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ

期
限
H
1
0月
1
4日
必
着

場
・
申
・
問

先
H
都
立
足
立
技
術
専
門
校

〒
1
2
0綾

瀬
5
1
6
1
1

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
足
立
地
域
ふ
れ
あ
い
切
手
展

日
時
柚
冐
9

日
團
、
午
後
1
時
/
1
0

日
窗
、
午
剪
……一時

堤
畊
H
花
畑
記
念

庭
園
桜
花
亭

内
容
卜
切
手
・
絵
手
紙

の
展
示
ほ
か

問
先
卜
足
立
北
郵
便
局

　
(
3
8
8
3
)
2
8
9
2

□ 暴 力団追放三 ない連 動「暴力団を恐 れない」「暴力団 に金を出さな い」「暴力団を利 用し ない」　- 暴力団 のことで困 ったら-　 警視庁暴力団 対策課暴力
ホ ット ラ イン 　3580- 2222/ ( 財)暴力団 追放運動 推進都民 センタ ー 　3201 ―2424　 または最寄り の警察署へ
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1
0
月
1
0
日
(
祝
)
・
1
1
日
(
土
)

区
役
所
本
庁
舎
は
休
館

区
役
所
本
庁
舎
庁
舎
ホ
ー
ル
・
展
望

レ
ス
ト
ラ
ン
・
地
下
駐
車
場
は
、
電
気

設
備
点
検
の
た
め
坏
み
ま
す
。

問
先

=
庁
舎
管
理
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
L㈹

ク
リ
ー
ン
あ
ら
川

(
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
'
9
7
)

荒
川
夸
よ
り
深
く
知
り
、
水
辺
環
境

奮
原
名
た
め
、
河
川
敷
の
ゴ
ミ
調
査

や
水
質
検
査
膏
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
菽
…耳
習

劭

、
午
前
8
時
叩
分

～
1
1時

場
所
=
西
新
井
橋
緑
地
左
岸

酋
班
井
橋
些
一
)
お
よ
び
千
住
新
橋

緑
地
左
岸
わ
ん
ど
広
場
(
千
代
田
線
鉄

橋
下
)

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
卜

計
画
調
整
課
計
画

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

1
0月
1
2日
～
1
8日
は

『
行
政
相
談
週
間
』

毎
日
の
暮
ら
じ
の
中
で
、
国
等
の
行

政
に
関
宮
Q
苦
情
や
意
見
・
要
望
ほ
あ

り
ま
せ
ん
か
。そ
の
ぶ
£
苫
き
は
「行

政
相
談
委
昌

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
行
政
相
談
委
員
は
。
行
歌
と
住
民

の
パ
イ
プ
孥
と
し
て
総
務
庁
長
夏

答

委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
彖
駆
吁
し
、
適
切
な

処
置
や
助
言
を
行
う
な
ど
、
身
一拝
と

こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
区
で
は
、

次
り
と
お
り
特
設
相
談
を
開
設
し
ホ
冤

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

日

時
卜
1
0月
1
4日
㈹
・
1
5
R團
、
午
後
1

時
～
4
時

場
所
日
西
新
井
サ
テ
ィ
正

面
玄
関
(
西
新
井
駅
東
口
)

※
な
お
、

行
政
相
談
は
次
り
三
宵
罍
設
し
て
い

ま
す
。

日
時
卜
毎
月
第
1
金
曜
日
、

午
後
L
時
～
4
時

場
・
問
先
卜
広
聴

相
談
係

　
(
a
o
)
5
1
1
1
㈹

行政相談委員名簿

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
等
で
障
害
を

負
っ
た
方
へ
、
郢
學
療
法
士
、
作
業
原

法
士
、
言
語
療
法
士
、
看
護
婦
等
の
専

門
職
員
が
障
害
に
関
す
る
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
相
謦
簒
戞
け
し
て
い
ま
す

専
門
相
談
に
は
、
①
脣
体
機
能
に
関
す

る
相
談

旦
量
禰
能
に
関
す
る
相
談

③
禅
装
具
・
自
助
具
に
関
す
る
相
談

勍
徭
祉
機
器
に
閧
す
る
相
談
S

健

康
に
関
す
る
相
談

⑥
生
活
進
路
に
関

す
る
相
談
な
ど
が
あ
り
み
ヂ
。

こ
の
ほ
か
、
個
人
の
状
態
に
応
じ
た

リ
(
ビ
リ
通
所
訓
練
も
行
つ
て
い
ま
す
。

ま
'
に
I、
通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相
談
も

随
時
客
抖

け
て
い
ま
す
。

※
送
迎

バ
ス
を
利
用
で
孝
豕
歹
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
日
▽
国
道
4

号
線
(
日
光
酊
道
)
の
東
側
お
よ
び
千

住
地
区
の
方
・
:東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

マ
4
号
線
西
側
お
よ
び
小
台
・
新
田
・

宮
城
地
区
の
方
・
:西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

き
I
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

情 報 コ ー ナ ー
い じ め相談

月 曜日 ～金曜日( 祝日を除く) 、午前9 時 ～午後4 時30 分
3880 ―5577 ( 学 校 教 育部 指 導 室 内)

郷土博物館の催し
□ 20 周年 記 念郷 土芸 能大 会

足 寸又 郷 十芸 能保 存 会が 珊ウフ0

年 を 記念し ア 郷 十芸 能 大会 岑開 催
し ま す。 日 時=10 月19 日(日廴 午

前n 時 場所= 区 役所 庁 舎ホ ール

内 容=4 ・w すi / yl画奏 費用 一 無料

申 込= 当 日直 接会 場 へ

□ 無 料公 開日 に 映 画上 映

日 時=10 月11 日( 土)、- 1一前11時 場

所= 郷土博物館 内容= 「月と大
綱引きj <33: 分) …十五 夜の信仰
と大綱引きの行事/ 「檜原村春日

おとぅ かゆ神社 の御筒 神事」( 30分) … 粥の
共食により豊作Ξなどを祈願する神
事 費用= 無料
――いずれも――
問先 堀K十博欹贖官 　36209393

とんがりぼうしカーニバル

～発見伝　七色の夢～
今年も新しい出会いを大切に、

地域の方々と共に盛大なおまつり
を開 催し ます。 日時=10 月26日(
叺 午 前10時 ～午 後3 時 内 容=
ダンスパ- 乙弋四/ 音楽 会/ 体
験コ ーナー/ 神輿/ 篦し踊り/ 太
鼓/ 模擬店など ※ センターでは、
当日のボランティアを募集し てい
ます( 申し 込みは10月9 日まで‰
当日、車でのご采場はご遠慮くだ
さい 場・申・問先= 皿 頂霖芭福
祉総 合センター 　3853 ―0632

ボランティア募集

イーストウェーブ

フェスティバル
障害がある方と一緒におまつり

を創りあげ るボランティアを募集
しています。みんなと楽しび丶一日
を過ごしまし ょう。 日時=11 月9
日(日廴 午前9 時～午後4 時 対
象= 高校生以 上 内容= 車イス使
用者の介助/ イベントの手伝いな
ど 期限=10 月24日 場・申・問
先==東頷 障害 福祉総合センター
5682- 5370

16ミリ映写機
技術再講習会

映写機操作4支術の向上、復習を
したい方のための講習を行います
日時=10 月28日叫、午後3 時 ～8

時( この間の都合の良い時間)
場所= 菁年ピンタ ー 対彖=16 ミ
リ映写機技術講習会修了証をお持
ちの方 申込= 修了証壱持参のう
え、当 日直接会場へ 問先= 中央
区mm 　3840- 4646

現代美術展
「魚とうなぎの仲間・

それぞれのはなし」
日時=10 月18日～26日、正午～午

後7 時( 最終日は午後5 時まで)
場所= 綾瀬プルミエ 問先= 文化1
辰興係 　3880- 511 叶句

消費者センターの催し
□ 暮らしっくスクール公開講座受
講生募集
～暮らしの中の時間と自然～
時閭 という限られた空間の中で

暮らす私たちの生活は、コンピ ュ
ータ ーやニューメデ ィアなどの進

歩により大きく変わり、時間とい
う概念も変わってきました。そし
て、それが当たり前のように、何
も感じなくなりました。 それカt本
当に、私たちにとって良いことな
のでし ょう か? もう一 度、「時
間」というものを考えてみません
カ丶 日時- 10 月21日(洳、午後6
剛 吩 ～8 蹈 吩 。掾=az

住 ・在勤 の方 講師= 内山 節氏

鷹 学者) 定員- 30 人( 先着順)
費用= 無料
□ ' 97消費者展開催
～ひろげよう　正しい知識　確
かなくらし～

日畤=n 月7 日吩、- r前1(葺侍～午
後4 時/8 日(海、午前10時～午後3
時 内容= 消費者団体・クか ー

プ パネル展示/ 公共企業コーナー/
バザー/ フリ ーマーケット/ 各
種即売コーナー1まカヽ

――いずれも――
場・申・問先= 消武名センター
3880 ―5385

女性総合センターの催し
□ 女 性 フ ェ ス テ ィ バ ル' 97あ だ ち

「21世 紀の光 と 風の 中 ヘ 」

―女性 が拓 く　 ま ち ・ 未来 ―

日畤- l a月25日( 土) に1一前10畤～午

後4 時/ 26 日{印, - t - , 161ほ晦～ 午後3

畤Sa 分 ド, l四= 下・ ※ 2 ～5

歳 のお 子 さ ん の 保 育 を 行 い ます
{ 25 日・・乍1夊1 畤aO 分 ～4I B/ 26

日・・- n1610 時 ～午 後3 睇

□ 「あr - , qr t ・訊戸嚀5儒(喩嶋 仙I 入
門 コ ー ス

「いつ かl ま自分 の 店 や 会 社を 持

って … 」、「も っと う まく 事 業を 進

めた い亅。 そ ん な 想 い を 持 って い

る女性を応援するためのセミナー
です。日時=11月15日( 土) ・16日
呱4 」10時 ～午後5 蹈 吩 内
容= 四/ 事業計
画と箚1営萌球s まか 講師= 片1同晃
氏ほか ま● 311 人、(抽 選) 費
用=10, 00a 二11申 込= 往 復 ハ ガ
キに住所、氏名、年齢、電話番号、
参加の 動桶、「支 援塾希望」と明
記 期限=10 月24日必湛
――いずれも――
場・申・問先= 女性1念合 センタ ー
〒12WA7- 33- 1
3880 ―5222

「女性フェスティバル' 97あだち」日程

A- Fest a' 97
通信

いよ いよ開催。お楽し みに!

日時=10月11日( 土) 、午前11時～午
後4 時/12 日(日廴午前10時 ～午後4

時 場所= 菊l l 河川敷虹の広場 、
北寸1二辷j K四口ひろば 問先 郤立I xl xr

蒭まつり委貝会亊敦こc 跏 或
振興 柬育崗 系i 　388'〔卜5111 ㈹

同時開催!
手 作りいかだレース
日程=l a月12日㈲ 場所=荒
月阿Ⅲ數虹の広場 問先一青
年 センタ こ 3890 ―0061

ご利用ください
学びの情 報を電 話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル
あ な たが 擽し て い る 講座 やイ ベ

ント に つ1,丶て 、区l ヌ捕駲駸を 叫G4 こ、

いつ 、 どこ で 、 どん な ふう に開 催

さ れるtリg を 電話 ここ 案内し ます 。

何゙か 始 めた い … ″ そう 思 っ た時

か ら 始 ま る 「学 び の ス ト ー リ ー 」。
こ のダ イ ヤル か ら 「あ なた の スト

ー リー 」 がス タ ート し ます 。戞g睚
にj a 電I s舌くださ い。

3605- 7181
(生涯学習館)

- m10 時 ～午後5 時
※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

◎ 「あ だち広 報」は再生 紙を 使用し てい ます S. O. 　240, 000


